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様式第 3（第 7 条関係） 

変更届出書 

 

令和 8年 8月 5日 

千葉県知事 熊谷 俊人  様 

 

（設置者） 

氏名又は名称及び法人にあってはその代表者の氏名 

株式会社ベイシア 

代表取締役 相木 孝仁 

住所 群馬県前橋市亀里町 900番地 

 

大規模小売店舗立地法第 6条第 2項の規定により、下記のとおり届け出ます。 

 

記 

 

１  大規模小売店舗の名称及び所在地 

名 称  ベイシア FoodsPark大網白里店 

所在地  千葉県大網白里市大網字亀田 272番地 3 外 

 

２  変更しようとする事項 

（１）大規模小売店舗の施設の配置に関する事項 

①駐車場の位置及び収容台数 

（変更前） 

位置 収容台数 

別添 図 4-1建物配置図及び１階平面図（変更前）：駐車場① 276台 

別添 図 4-1建物配置図及び１階平面図（変更前）：駐車場② 131台 

合計 407台 

（変更後） 

位置 位置変更 収容台数 

別添 図 4-2 建物配置図及び１階平面図（変更後）：駐車場① 無 220台 

別添 図 4-2 建物配置図及び１階平面図（変更後）：駐車場② 無 138台 

合計 358台 
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②駐輪場の位置及び収容台数 

（変更前） 

位置 収容台数 

別添 図 4-1建物配置図及び１階平面図（変更前）：駐輪場 48台 

合計 48台 

（変更後） 

位置 位置変更 収容台数 

別添 図 4-2 建物配置図及び１階平面図（変更後）：駐輪場 有 48台 

合計 48台 

 

３  変更する年月日 

2(１)① 令和 9年 4月 6日 

(１)② 令和 5年 6月 16日 

 

４  変更する理由 

駐車場等の運用変更のため 
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別紙（小売業者一覧表） 

 

番号 
氏名 

(名称） 

法人の場合 

代表者の役職名及

び氏名 

住所（所在地） 
主として販売 

する物品の種類 

店舗面積 

（㎡） 
開店時刻 閉店時刻 特記事項 店 

No. 

業者 

No. 

1 1 株式会社ベイシア 
代表取締役 

相木 孝仁 

群馬県前橋市亀里町

900 番地 
食料品 6,366 ㎡ 

午前 9 時 午後 9 時 

- 

2 2 株式会社不二家 
代表取締役 

河村 亘行 

東京都文京区大塚 

二丁目 50 番地 
洋菓子 

334 ㎡ 

- 

3 3 フジパンストアー株式会社 
代表取締役 

杉本 誠 

愛知県名古屋市瑞穂区 

松原町一丁目 50 番 
パン類 - 

4 4 株式会社 ビーアル 
代表取締役 

俵 賢吾 

大阪府大阪市北区 

堂山町７番９号 
携帯電話 - 

小売業者数

合計 
4 者   面積合計 6,700 ㎡    
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添付書類 

 

１ 法人にあってはその登記事項証明書 ＜規則第 4条第 1項第 1号＞ 

別添のとおり 

 

２ 主として販売する物品の種類 ＜規則第 4条第 1項第 2号＞ 

別紙（小売業者一覧表）のとおり 

 

３ 建物の位置及びその建物内の小売業を行うための店舗の用に供される部分の配置を示す図面 

＜規則第 4条第 1項第 3号＞ 

＊建物配置図   図面 4-2 建物配置図及び１階平面図(変更後) 

＊各階平面図   図面 4-2 建物配置図及び１階平面図(変更後) 

 

４ 建物計画の概要 

（１）敷地の概要 

①敷地の面積 

店舗敷地の面積 25,382㎡ 

隔地駐車場の面積  4,820㎡ 

 

②法令に基づく用途等 

都市計画区域 市街化区域 

用途地域 第二種住居地域 

 

（２）立地環境 

①計画地周辺の概要 

当該店舗は JR東日本外房線大網駅から東方面約 1.5ｋｍに位置しています。 

当該店舗の北側は、市道を挟んでガソリンスタンドや住居が立地しています。 

東側は国道 128号を挟んで事業所や店舗、田畑や住居が立地しています。 

南側は市道を挟んで市道を挟んで住居と隔地駐車場が立地しています。 

西側は市道を挟んで田畑や住居が立地しています。 

 

②隣接地の用途地域及び用途の現況 

店舗敷地 

方角 用途地域 用途現況 

北側 第二種住居地域 市道を挟んでガソリンスタンドや住居が立地 

東側 無指定地域 国道を挟んで事業所や店舗、田畑や住居が立地 

南側 第二種住居地域 市道を挟んで住居と隔地駐車場が立地 

西側 
無指定地域及び 

第一種低層住居専用地域 
市道を挟んで田畑や住居が立地 
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隔地駐車場敷地 

方角 用途地域 用途現況 

北側 第二種住居地域 市道を当該店舗が立地、隣接して住居、倉庫が立地 

東側 無指定地域 国道を挟んで事業所が立地 

南側 第二種住居地域 商業施設が隣接。 

西側 第一種低層住居専用地域 市道を挟んで住居が立地 

 

（３）店舗建物の構造及び面積等 

 ①建物の構造 

  鉄骨造一部 2階建て 

 
 ②建物面積の内訳 
ア  建築面積  9,360㎡ 
イ  延床面積  9,575㎡ 
ウ  各階毎の店舗等の面積及び延床面積等                            （単位：㎡） 

区分 
店舗 
面積 

利用者層が異なる併設施設 
a 利用者層が 

同一の併設施設 ｂ 
その他 

（共用施設等） 
延床 
面積 

オフィス マンション 

1階 6,700 - - 308 2,352 9,360 
2階 0 - - - 215 215 
合計 6,700 - - 308 2,567 9,575 

 
③利用者が同一の併設施設(併設施設 b)の内訳 

併設施設 
小売店舗に 

対する面積割合 
営業時間 特記事項 

サービス店 308㎡  午前 9時～午後 9時  

合計 308㎡ 4.60%   

 

 



 

6 

 

 

５ 必要な駐車場の収容台数を算出するための来客の自動車の台数等の予測の結果及びその算出根拠 

＜規則第 4条第 1項第 4号＞ 

（１）指針による必要駐車台数の算出 

事項等 各項目算出のための計算式等 

行政人口 47,245人 
令和 7年 11月 1日現在 

（大網白里市 住民基本台帳地区別人口） 

地区の区分 その他地区 用途地域：第二種住居地域 

Ｓ：店舗面積 6.700千㎡ 6,700㎡÷1,000 

A：店舗面積当たり 

  日来客数原単位 
950人／千㎡ 人口 10万人未満、 (S≥5 の場合) 

Ｂ：ピ－ク率 14.4％  

Ｌ：駅からの距離 1,500m 駅名：JR東日本外房線 大網駅 

C：自動車分担率 80％ 人口 10万人未満 その他地区 

D：平均乗車人員 2.0人／台 店舗面積 10,000㎡未満 

E：平均駐車時間係数 1.114 店舗面積 10,000㎡未満 

必要駐車台数 408台 A×S×B×C÷D×E (端数処理 四捨五入) 

届出台数 358台  

 

（２）市町村等条例に基づく附置義務 

①附置義務の有無   有  ・  無 

②条例等名称：なし 
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（３）特別な事情による必要駐車台数の算出 

①特別の事情の説明 

 車で通勤する従業員の人員の確保のため、従業員用の駐車台数を確保するような計画をしていますが、

確保すると来客用の駐車台数は指針による必要台数を下回ることになります。そこで令和 7 年 1 月～12 月

の月別レジ通過数の比率と入出庫データから算出した必要駐車台数を求め。算出された台数は 328台であ

ることから、変更後の 358台の駐車台数で充足しており問題はないと考えます 

 

②特別の事情による必要駐車台数：328台 

 

③算出根拠 

    調査日：令和 7年 11月 2日(日) 

時間帯 

駐車場① 駐車場② 合計 
在庫 

入庫 出庫 入庫 出庫 入庫 出庫 

08 時台 28 0 55 0 83 0 83 

09 時台 277 182 36 24 313 206 190 

10 時台 318 288 31 30 349 318 221 

11 時台 310 328 37 55 347 383 185 

12 時台 275 278 24 18 299 296 188 

13 時台 285 266 38 37 323 303 208 

14 時台 352 330 45 32 397 362 243 

15 時台 360 358 45 60 405 418 230 

16 時台 375 361 29 58 404 419 215 

17 時台 273 353 36 37 309 390 134 

18 時台 205 257 16 33 221 290 65 

19 時台 122 165 14 18 136 183 18 

20 時台 0 14 0 4 0 18 0 

21 時台 0 0 0 0 0 0 0 

合計 3,180 3,180 406 406 3,586 3,586   

   

年間の月別来店客数指数（令和 7年 1月～令和 7年 12月）、令和 7年 11月を 1.00 とした場合の指数  
令和 7 年 1 月 令和 7 年 2 月 令和 7 年 3 月 令和 7 年 4 月 令和 7 年 5 月 令和 7 年 6 月 

来店客数指数 1.00 0.97 1.11 1.07 1.08 1.07  
令和 7 年 7 月 令和 7 年 8 月 令和 7 年 9 月 令和 7 年 10 月 令和 7 年 11 月 令和 7 年 12 月 

来店客数指数 1.10 1.11 1.03 1.02 1.00 1.12 

 
年間来客数データの比較（令和 7年 1月～令和 7年 12月） 

 年月 来客比率 
年間ピーク月 令和 7年 12月 1.12 
調査月 令和 7年 11月 1.00 

 
（調査日のピーク時在庫台数）×1.1205 
＝243×1.1205 
≒273 
（年間ピーク時在庫台数）×（安全率） 
＝273×1.2 
≒328 

 

（4）併設施設利用者のための駐車場の必要台数について 

小売店舗に対する併設施設の面積割合が 2割以下のため該当なし。 
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（5）届出駐車場の構造、収容台数、面積、敷地の状況及び駐車可能時間帯 

  （変更前） 

駐車場① 駐車場種類 建物外平面駐車場（自走式） 

来客が 

駐車する

可能性の

ある駐車

区画 

駐車区画 

の数 

普通車用 277台 

軽自動車用 4台 

身障者用 7台 

高齢者用 - 

総収容台数 

（内訳） 

288台 

（内訳：届出台数 276台、従業員用 12台） 

駐車区画 

の大きさ 

普通車用 2.45ｍ×5.0ｍ＝12.25㎡ 

軽自動車用 2.45ｍ×4.6ｍ＝11.27㎡ 

身障者用 3.50m×5.0m＝17.50㎡ 

高齢者用 － 

面積（駐車区画の大きさ×総収容台数） 3,560.83㎡ 

利用可能な出入口 
3箇所 

（出入口 No.1 No.4 No.5） 

駐車料金の徴収の有無  無 

店舗専用・他の駐車場との共用の別 店舗専用 

敷地内・隔地の別（隔地の契約形態） 敷地内 

来客用利用可能時間帯 

（来客以外も含めた利用可能時間帯） 

午前 8時 30分～午後 9時 30分 

（午前 8時 30分～午後 9時 30分） 

 

駐車場② 駐車場種類 建物外平面駐車場（自走式） 

来客が 

駐車する

可能性の

ある駐車

区画 

駐車区画 

の数 

普通車用 156台 

軽自動車用 - 

身障者用 - 

高齢者用 - 

総収容台数 

（内訳） 

156台 

（内訳：届出台数 131台、従業員用 25台） 

駐車区画 

の大きさ 

普通車用 2.45ｍ×5.0ｍ＝12.25㎡ 

軽自動車用 － 

身障者用 － 

高齢者用 － 

面積（駐車区画の大きさ×総収容台数） 1,911.00㎡ 

利用可能な出入口 
2箇所 

（出入口 No.2 No.3） 

駐車料金の徴収の有無  無 

店舗専用・他の駐車場との共用の別 店舗専用 

敷地内・隔地の別（隔地の契約形態） 隔地 

来客用利用可能時間帯 

（来客以外も含めた利用可能時間帯） 

午前 8時 30分～午後 9時 30分 

（午前 8時 30分～午後 9時 30分） 
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（変更後） 

駐車場① 駐車場種類 建物外平面駐車場（自走式） 

来客が 

駐車する

可能性の

ある駐車

区画 

駐車区画 

の数 

普通車用 242台 

軽自動車用 5台 

身障者用 8台 

高齢者用 - 

総収容台数 

（内訳） 

255台 

（内訳：届出台数 220 台、従業員用 34 台、業務用 1 台） 

駐車区画 

の大きさ 

普通車用 2.45ｍ×5.0ｍ＝12.25㎡ 

軽自動車用 2.45ｍ×4.6ｍ＝11.27㎡ 

身障者用 3.50m×5.0m＝17.50㎡ 

高齢者用 － 

面積（駐車区画の大きさ×総収容台数） 3,160.85㎡ 

利用可能な出入口 
3箇所 

（出入口 No.1 No.4 No.5） 

駐車料金の徴収の有無  無 

店舗専用・他の駐車場との共用の別 店舗専用 

敷地内・隔地の別（隔地の契約形態） 敷地内 

来客用利用可能時間帯 

（来客以外も含めた利用可能時間帯） 

午前 8時 30分～午後 9時 30分 

（午前 8時 30分～午後 9時 30分） 

 

駐車場② 駐車場種類 建物外平面駐車場（自走式） 

来客が 

駐車する

可能性の

ある駐車

区画 

駐車区画 

の数 

普通車用 147台 

軽自動車用 - 

身障者用 - 

高齢者用 - 

総収容台数 

（内訳） 

147台 

（内訳：届出台数 138台、従業員用 9台） 

駐車区画 

の大きさ 

普通車用 2.45ｍ×5.0ｍ＝12.25㎡ 

軽自動車用 － 

身障者用 － 

高齢者用 － 

面積（駐車区画の大きさ×総収容台数） 1,800.75㎡ 

利用可能な出入口 
2箇所 

（出入口 No.2 No.3） 

駐車料金の徴収の有無  無 

店舗専用・他の駐車場との共用の別 店舗専用 

敷地内・隔地の別（隔地の契約形態） 隔地 

来客用利用可能時間帯 

（来客以外も含めた利用可能時間帯） 

午前 8時 30分～午後 9時 30分 

（午前 8時 30分～午後 9時 30分） 
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（6）その他の駐車場 

事項 有無の別 
当該店舗駐車場と 

共用・別途の別 
収容台数 

従業員駐車場 

（敷地内駐車場の一部） 
有・無 共用・別途 43台 

業務用駐車場 

（敷地内駐車場の一部） 
有・無 共用・別途 1台 

合計 44台 

 

６ 駐車場の自動車の出入口の形式又は来客の自動車の方向別台数の予測結果等駐車場の自動車の出入口

の数及び位置を設定するために必要な事項 ＜規則第 4条第 1項第 5号＞ 

（１）敷地周辺の道路の状況 

今回の届出に伴う変更はありません。 

 

（２）駐車場の入庫処理能力 

今回の届出に伴う変更はありません。自走式で発見ブース等のない駐車場です。 

 

（３）敷地内駐車待ちスペース 

今回の届出に伴う変更はありません。 

 

７ 来客の自動車を駐車場に案内する経路及び方法                 ＜規則第 4条第 1項第 6号＞ 

（１）来客の自動車を駐車場に案内する経路の設定 

既存の駐車場について、今回の届出に伴う変更はありません。 

 

（2）来客の自動車を駐車場に案内する方法及び交通への支障を回避するための方策 

既存の駐車場について、今回の届出に伴う変更はありません。 

 

８ 駐輪場の計画 

（１） 駐輪場の収容台数 

＊(変更前) 届出収容台数：48台 

＊(変更後) 届出収容台数：48台 

（２） 指針の参考値による必要駐輪台数の算出 

S:店舗面積 6,700㎡ 

必要駐輪台数算出式 S:6,700㎡/35㎡ 

必要駐輪台数 192台 

 

（３） 市町村条例等に基づく附置義務 

① 附置義務の有無    有・無  

② 条例等名称：- 
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（４） その他の事情による駐輪台数の算出 

① 特別の事情の説明 

届出台数が指針必要台数を下回りますが、営業開始時より現状の駐輪台数で対応できており、以下

に現状の利用実態による必要台数を求めます。なお、駐輪場に関する住民からのご意見や苦情等は生

じておりません。 
令和 7 年 1 月～12 月の月別レジ通過数の比率と在庫データから算出した必要駐輪台数は 15 台であ
ることから、48台の駐輪台数で充足しており問題はないと考えます 

 

②特別の事情による必要駐輪台数：15台 

 

③算出根拠 

調査日：令和 7年 11月 2日(日) 

時間帯 在庫合計 

8時台 2 

9時台 2 

10時台 5 

11時台 4 

12時台 4 

13時台 3 

14時台 5 

15時台 5 

16時台 9 

17時台 7 

18時台 10 

19時台 5 

20時台 4 

21時台 0 
 

年間の月別来店客数指数（令和 7年 1月～令和 7年 12月）、令和 7年 11月を 1.00 とした場合の指数  
令和 7 年 1 月 令和 7 年 2 月 令和 7 年 3 月 令和 7 年 4 月 令和 7 年 5 月 令和 7 年 6 月 

来店客数指数 1.00 0.97 1.11 1.07 1.08 1.07  

令和 7 年 7 月 令和 7 年 8 月 令和 7 年 9 月 令和 7 年 10 月 令和 7 年 11 月 令和 7 年 12 月 

来店客数指数 1.10 1.11 1.03 1.02 1.00 1.12 

 
年間来客数データの比較（令和 7年 1月～令和 7年 12月） 

 年月 来客比率 
年間ピーク月 令和 7年 12月 1.12 
調査月 令和 7年 11月 1.00 

 
（調査日のピーク時在庫台数）×1.1205 
＝10×1.1205 
≒12 
（年間ピーク時在庫台数）×（安全率） 
＝12×1.2 
≒15 

 

（5）駐輪場の構造、収容台数及び面積 

駐輪場 No. 
駐輪場 

構造 

届出収容台数 
面積 

駐輪区画の大きさ/1 台 料金徴収 

の有無 自転車 原付 合計 自転車 原付 

駐輪場 平面式 48 台 0 台 48 台 54.72 ㎡ 0.6×1.9 - 有 ・ 無  

合計 - 48 台 0 台 48 台 54.72 ㎡ - - - 
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（6）駐輪場の管理体制 

整理員等の配置 従業員等により適宜巡回を行い、整理を行います。 

管理体制 
営業時間内 

従業員等により適宜巡回を行い、必要に応じて整理を行いま

す。 

営業時間外、深夜等 営業時間外は出入口を閉鎖します。 

 

（7）駐輪場案内の表示方法  

駐輪場の案内看板を設置しております。 

 

９ 荷さばき施設の計画 

既存の荷さばき施設について、今回の届出に伴う変更はありません。 

 

１０ 荷さばき施設において商品の搬出入を行うための自動車の台数及び荷さばきを行う時間帯 

＜規則第 4条第 1項第 7号＞ 

既存の荷さばき施設について、今回の届出に伴う変更はありません。 

 

１１ 遮音壁等を設置する場合にあっては、その位置及び高さを示す図面 ＜規則第 4条第 1項第 8号＞ 

既存の施設について、今回の届出に伴う変更はありません。 

 

１２ 各関連施設から発生する騒音に対する対策の概要等 

既存の施設について、今回の届出に伴う変更はありません。 

 

１３ 冷却塔、冷暖房設備の室外機又は送風機を設置する場合にあっては、それらの稼働時間及び位置を示す

図面 ＜規則第 4条第 1項第 9号＞ 

既存の施設について、今回の届出に伴う変更はありません。 

 

１４ 平均的な状況を呈する日における等価騒音レベルの予測の結果及びその算出根拠 

＜規則第 4条第 1項第 10号＞ 

今回の変更は騒音源が減少する変更であり、周辺環境に与える騒音的な影響は減少すると考えられるた

め、騒音の予測評価は省略します。 

 

１５ 夜間において大規模校店舗の施設の運営に伴い騒音の発生が見込まれる場合にあっては、その騒音の発

生源ごとの騒音レベルの最大値の予測の結果及びその算出根拠  

  ＜規則第 4条第 1項第 11号＞ 

今回の変更は騒音源が減少する変更であり、周辺環境に与える騒音的な影響は減少すると考えられるた

め、騒音の予測評価は省略します。 

 

１６ 必要な廃棄物等の保管施設の容量を算出するための廃棄物等の排出量等の予測結果及びその算出根拠  

  ＜規則第 4条第 1項第 12号＞ 

既存の施設について、今回の届出に伴う変更はありません。 
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１７ 廃棄物減量化及びリサイクルについての計画・食品加工場の計画 

既存の施設について、今回の届出に伴う変更はありません。 

 

１８ 防災・防犯対策への協力 

既存の施設について、今回の届出に伴う変更はありません。 

 

１９ 街並みづくり等への配慮に関する事項 

既存の施設について、今回の届出に伴う変更はありません。 

 

２０ 歩行者の通行の利便性の確保 

既存の施設について、今回の届出に伴う変更はありません。 

 

２１ その他、設置者及び小売業者が指針で求めている配慮事項以外に地域社会へ協力できる事項等 

 要望がございましたら可能な範囲で対応させていただきます。 
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２２ 届出事項比較表 

届出事項 変更前 変更後 

店舗面積 6,700 ㎡ 変更なし 

駐車場の位置

及び収容台数 

位置 
図面 4-1 建物配置図及び 1 階平面図

(変更前) 

図面 4-2 建物配置図及び 1 階平面図 

(変更後) 

収容 

台数 

駐車場① 276 台 駐車場① 220 台 

駐車場② 131 台 駐車場② 138 台 

合計 407 台 合計 358 台 

駐輪場の位置

及び収容台数 

位置 
図面 4-1 建物配置図及び 1 階平面図

(変更前) 

変更あり 

図面 4-2 建物配置図及び 1 階平面図 

(変更後) 

収容 

台数 

駐輪場 48 台 駐輪場 48 台 

合計 48 台 合計 48 台 

荷さばき施設の

位置及び面積 

位置 
図面 4-2 建物配置図及び 1 階平面図 

(変更後) 
変更なし 

面積 
荷さばき施設 288.0 ㎡ 

変更なし 
合計 288.0 ㎡ 

廃棄物等の保

管施設の位置

及び容量 

位置 
図面 4-2 建物配置図及び 1 階平面図 

(変更後) 
変更なし 

容量 
廃棄物保管施設 67.00 ㎥ 

変更なし 
合計 67（67.00）㎥ 

開店時刻及び 

閉店時刻 
午前 9 時～午後 9 時 変更なし 

来客が駐車場

を利用すること

ができる時間帯 

午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分 変更なし 

駐車場の自動

車の出入口の

数及び位置 

数 5 箇所 

変更なし 
位置 

図面 4-2 建物配置図及び 1 階平面図 

(変更後) 

荷さばきを行う

ことができる時

間帯 

午前 6 時～午後 9 時 変更なし 

 


